
　

・福沢川・ホタル川（校内ビオトープ） 25名

４年生

２年

ホタルの保護活動を通じて、また社会科の学習とも関連させて、根気強い水の浄化実験に取り
組んだこと、水を汚さない暮らしについて、できることを考え活動をしたことが高く評価され
た。優れた観察力により、微生物や植物の役割などに気づき、生態系や生物多様性について学
んだことも評価された。

H21 こどもホタレンジャー　優秀賞

周囲に田畑や里山が広がる自然豊かな地にある村上小学校の４年生、全25名のグループであ
る。本校の校章には、２匹のホタルがあしらわれ、学校の南庭にはホタル川というビオトー
プがある。その川には数年ほど前まで先輩たちが育ててきたホタルが飛んでいた。また、私
たちの住む村上には、昔天然記念物に指定されていたホタルがいたが、絶滅してしまった。
このように学校でも地域でも親しまれてきたホタルの保護活動を３年生の時から続けてきた。
飼育のため毎日の当番活動の他に、週3時間の総合的な学習の時間の多くを使って実験や観察、
作業等の活動をしている。

学校のホタル川でホタルを飛ばしたい、地域の福沢川のホタルを増やしたいと、一昨年から
ホタルの保護活動をしてきた。
活動する中で、ホタルにはきれいな水が大切な事がわかった。そこで、今年度は、どうした
ら汚れた水をきれいにする事ができるのか、水の中の生き物や、周囲の環境に目を向け、水
質検査をしたり濁度を調べたりするなど、様々な実験を通して調べてきた。
昨年は生物多様性会議が名古屋で開かれた事もあり、種の多様性や遺伝子の多様性といった
生物の多様性についても考えてきた。
また、自分たちの生活とホタルの保護とが密接な関係にある事に気付かせるため、マイ箸を
作ったり、アクリルたわしを作ったりするなど、様々なエコ活動にも取り組んできた。
さらに、地域を流れる川の水をきれいにするためには、多くの人の協力が必要な事から、活
動してきたことやお願いした事等を積極的に発信してきた。ホタルの飼育に詳しい方の協力
も得て、ホタルの幼虫の飼育もし、今年４月には放流する予定である。

長野県坂城町立村上小学校
みんなで守れホタル川
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